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2022 年度進捗報告（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年年 10 ⽉ 27 ⽇ 
● 事 業 名 ：地域⽀援と地域資源連携事業 
● 資⾦分配団体 ：公益財団法⼈ ⻑野県みらい基⾦ 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

1-1. こども若者及びその
家族が容易に訪れること
ができる居場所が⽣まれ
る。 

こども若者・その家
庭 の 居 場 所 設 置 数
（実数把握） 

1 か 所 / 地
域 

2022 年
3 ⽉ 

⼩海町１カ所 
茅野市１カ所 
伊那市 2 カ所、連携 23 団体（中間評価時 21→23） 
飯⽥市１カ所 
安曇野市 3 カ所 
千曲市１カ所 
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1-2. 居場所において、地域
で必要とされるサービス
を提供できる。 

①⾷事⽀援提供⽇数 
②学習⽀援提供⽇数
（実数把握） 
③相談カウンセリン
グ⽇数 

①6 ⽇/週 
6 ⽇/週 

2022 年
3 ⽉ 

伊那市・⼦ども⾷堂 26 回（こども⾷堂施設取り壊しの
ため年度末報告時から 1 回プラス）。⇒⼦ども⾷堂は社
協に引き継ぎ。お弁当配布数はこれまでに 619 となっ
た。 
安曇野市：カウンセリング数 週６回以上 
千曲市：学習⽀援 

２ 
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2022 年度半期 214 名の来訪者・うち不登校 28 名
（2020.2021 年度計 594 名、うち不登校 100 名）。 
※令和 3 年 7 ⽉現在 千曲市内⼩学校不登校者数 16
名、中学校不登校者数 38 名 
 

2-1. 重層的な困難を抱え
ている対象者にアクセス
し、何らかのサービスを提
供できる。 

①アクセスした対象
者数（実数把握） 
②サービスを提供し
た対象者数及びアク
ション者数 

 
2023 年
3 ⽉ 

茅野市：就労訓練相談 実際の相談 32 ⼈（今年度プラ
ス 1） 相談回数 42 回（同６） 
⽣活困難相談 実際の相談 19 ⼈（同 2） 問い合わせ
39 件（同３） 
安曇野市：対象者へのアクセスが事業開始から 320 名
となり事業開始前の 80 名を⼤きく上回った。年度末報
告以降 60 名プラス。アクセス後のケアが疎かにならな
いよう、無理に数は増やさなかった（対象を絞った）。
これとは別に⾼齢者の相談は延べ 130 件）。 
千曲市：学習困難を抱えた⼦ども⽀援は、前記したとお
り 2022 年度半期で不登校者 28 名の参加があった。
（2020.2021 年度 100 名）。 
 

２ 

3-1. 地域の産業等と連携
し、雇⽤機会・新たな地域
の担い⼿を創出し、事業の
継続⼒をつける。 

①連携した企業数
（実数把握） 
②体験就労者数（不
定期）（実数把握） 

1 社/地域 
2022 年
3 ⽉ 

茅野市 3 社と連携ができ（就労体験の内諾を得たが、
コロナの影響で、企業側が就労体験に慎重になり、未
実施。状況を⾒て実施予定。 
安曇野市 2 社 
 

２ 
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4-1. 地域の⾼齢者が地域
産業・⽂化を活⽤して、居
場所を⽀える存在となる。 

①居場所において⾏
うことができる作業
プ ロ セ ス の 創 出  
②⾼齢者参加者 数
（実数把握） 

①希望者が
全員作業に
あたること
ができる作
業⼯程数 
５⼈ 

2022 年
3 ⽉ 

伊那市：⾼齢者がボランティアに来てくださり、居場
所の⽀となっている。3 ⼈ 
飯⽥市：2 年 6ヵ⽉の間に⼈形劇活動の場に 145 ⽇、延
べの参加 268 ⼈（2021 年度末以降プラス 31 ⽇・同 114
⼈）があり居場所の⽀えとなっている。 
安曇野市：地域の⾼齢者が農業の指導を主体的にしてく
ださり、居場所の⽀えとなっている。3 名 

２ 

 
【⾮資⾦的⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

5-1. 各地域で現地⽀
援チーム（地域協⼒体
制）を構築する。 

①対象分野の専
⾨家招聘 
事業運営におけ
る経営⼒向上 

① 研修会回数 
 1 回/年 

② 観察 

①・② 
2023 年３⽉ 

⼩海町：医師・教育委員会・福祉関係者などによる
定例会で、地域の協⼒体制が構築されている。2022
年度 6 回。町美術館との協働で浮⽥要三の児童詩誌
展⽰会開催。 
伊那市：上伊那 8⾃治体の 20 団体と連携ネットワー
クが構築された。 
⻑野市：2021 年 9 ⽉に連絡調整会議が発⾜し、これ
までに６回開催。⻑野県社協、市町村社協、⻑野県
労働者福祉協議会、福祉施設団体など 12 団体が参
加。社協との連携によるシステム構築は、本格稼働
に向けデータ⼊⼒の段階となった。 

２ 
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6-1. スキルあるボラ
ンタリースタッフを
育成する。 

対象分野の専⾨
家招聘 

研修会回数 
 1 回/年 

2023 年３⽉ 
安曇野市：30 名を対象に引きこもり者へのアウトリー
チ能⼒を⾝に付け⾼めるための講習会を 3 回実施。 2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
事後評価に向けての点検チェックシートのミーティングをそれぞれワークショップ形式で 2 時間程度設けた。 
短期アウトカムの精度の向上（⾔い回し、表現等）、アウトカム指標の確認、把握⼿法、それぞれのアウトカムに向けての達成度、その内
容の把握への⽅向性を７団体とワークショップを⾏い、その中で、予期せぬ成果の抽出、出⼝戦略等の検討も⾏った。 

 
②  広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
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Web コンテンツ掲載 
・7 事業を紹介し中間評価を通じたインパクトをわかりやすく映像で紹介するコンテンツを公開 

2.広報制作物等 
中間評価をベースにしたインパクトレポートを制作中 

 
2.広報制作物等 
3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
◇事業完了に際し、2023 年 1 ⽉ 25 ⽇に「報告会」を開催予定。 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 


